
愛媛県今治市の取組み

NPO法人愛媛県有機農業研究会 安井 孝

ー分科会３ 学校給食・食の安全関係ー



学校給食をフラッグシップにＰＲ

 地元の野菜を優先的に使用

 有機野菜や特別栽培農産物を
使用

 米は１００％地元産特別栽培米

 Ｒ元年度は９２．４％のパンが
地元産小麦

 豆腐は地元産の大豆で製造

 県内産裸麦を使った味噌を今
治で製造



２１の調理場で２１とおりのメニュー

・２１の調理場で小学校 ２６校

分、中学校１６校分、高校２

校の計約１２，３６６食(R2)

・２１調理場全てに栄養士を

配置

・鳥生小学校、立花小学校、

吹上小学校調理場の３調理

場約１,５２５食で有機農産物

を使用

＊２１調理場の内、単独調理場は１０、ＪＡ立花管内は３小学校１，５２５食



有機農産物の使用

毎朝７時３０分までに生産者が当番制で配達



生産者が配達
有機にんじん

有機農産物の使用



有機農業的な施策の展開

・平成１２年に農薬や化学肥料を使わないこと
が入園条件の市民農園を開設
・平成１４年から、小学校の学校農園で有機ＪＡ
Ｓ認証取得にチャレンジ。４小学校が取得
・水稲苗の温湯消毒機や、成苗田植機、米ぬか
ペレット製造機など、有機農業で使用する機
械の購入助成

有機市民農園 ポット田植機 温湯消毒器

学童農園JAS認証



地産地消の波及効果





地産地消の波及効果



ＭａｘＶａｌｕ今治店オープンチラ
シ



ティア 家族のテーブル

http://www.imadepa.com/arigatou-s/shopnet.htm#tia


地元産アイテムの開発・販売



直売所が食材や給食を提供

 幼稚園給食の実施 市内３園

 市内学校給食１１調理場へ食
材を提供

 市内ホテル・旅館７軒へ食材
を提供



愛媛新聞2010.5.22

幼稚園の給食も！

http://www.jacom.or.jp/
http://www.jacom.or.jp/






有 機 の
地産地消の

学校給食には、実施市町村によっていろいろな
形態があるが、これから学校給食の地産地消化や
有機農産物の導入を行おうとする自治体のために
その方法を紹介する。

学校給食をつくってみよう！

そうだ！



取組みたい調理場のデータを知ろう！

 学校給食の食数は、その調理場のエリアの人
口の約１割に相当する。

 平均的な１食の給食費は、約250円。

 平均的な年間実施日数は、年間約185日。こ
れは１年間の食事回数の１／６に相当する。



その調理場の食材の使用量を把握しよう！

 前年度の学校給食の月別、品目別の食材使用量
を数値で把握しよう！

 食材ごとの生産計画（作付け計画）に役立てよう！



主要食材は1000食あたり約３～４トン



 学校給食によく使われる野菜
ジャガイモ、にんじん、タマネギ、
キャベツ、 大根等

 使用量は、1,000人規模で約３～４トン
この使用量をそれぞれの作物の平均反収で割
ると一品目につき、20～30アールの農地があ
れば足りることがわかる。



平成２３年度立花地区学校給食に占める有機野菜・果物の割合（品目別）
（ｋｇ） （％）

品 目 使用数量 内有機量 有機割合 品 目 使用数量 内有機量 有機割合

たまねぎ 5,920.0 5,900.7 99.7 ピーマン 217.1 6.5 3.0

じゃがいも 4,122.4 1,500.7 36.4 白ねぎ 190.7 83.8 43.9

にんじん 3,056.1 486.0 15.9 かぶ 173.9 5.6 3.2

キュウリ 2,852.5 1,264.1 44.3 トマト 153.3 50.1 32.7 

キャベツ 2,832.6 215.7 7.6 みずな 145.6 8.0 5.5

はくさい 1,320.1 112.7 8.5 なす 144.1 11.9 8.3

だいこん 1,305.1 892.2 68.4 ミニトマト 118.2 4.0 3.4

ごぼう 1,144.3 7.0 0.6 とうもろこし 66.2 48.0 72.5

ごまつな 1,112.8 512.1 46.0 しょうが 63.4 22.1 34.8

ほうれんそう 880.8 280.2 31.8 にがうり 38.7 2.4 6.2

さつまいも 777.7 731.1 94.0 パセリ 26.8 17.7 65.8

さといも 703.4 703.4 100.0 にんにく 12.9 10.5 81.4

レタス類 544.1 142.8 26.2 温州みかん 768.6 429.1 55.8

かぼちゃ 492.0 130.0 26.4 ぽんかん 152.5 10.0 6.6

ねぎ 456.0 239.0 52.4 レモン 122.5 69.1 56.4

チンゲンサイ 423.0 48.5 11.5

作りやすい野菜は? 保管しやすい野菜は?



チームを作ろう！

 有機給食推進チーム

（首長、農業担当、学校給食担当、栄養士、教員、

PTA、JAなど）

 食材生産チーム

（JA、生産者グループ、個人）



どこから有機を始めていくのか？



学校給食から一般家庭へ

前年度の食材使用量に応じた作付計画（生産チーム）

翌月の収穫予定量を栄養士に報告

収穫予定量を基に翌月の献立を作成・日々の納品量を通知

翌月の日々の納品者と納品量を割り振り

学校給食の実施フロー



断りの法則に対応しよう！

 「量がそろわないから。」
量がそろわなければ、有機農産物や地場産農産物をそ

ろうだけ使って、足らないものを他から補充すればよい
のだが、食材の発注先が複数になったり、検品に手間が
かかるため栄養士さんが嫌がる。

 「規格がそろわないから。」
規格が不揃いだとカッティングマシンや皮むき機に弾

かれ、手作業で調理しなければならない。そうなると決
められた調理時間、火入れ時間（センター方式の場合は
配達時間も）に間に合わなくなる恐れがある。



生産者は工夫が必要です！

 なるべく大きな品種を選択する。
早生から晩生までの品種を組み合わせた上、作
付け時機をずらすことなどにより収穫・出荷期
間をなるべく伸ばす。

 収穫物の保存期間を長くする工夫を行う。
夏休み等の期間中の販売先を確保する。

 過不足調整機能を持つ。
農家の直売所はこうした過不足調整の機能を持
たせることでさらに活用できるものと思われる。



おうちで手軽に学校給食



食育授業にも取り組んでいます

これまでの食育は、やりっ放しの授業が多く、「で
きるまで教える」というというところまで至っていな
い。私たちの食育は、「技」を身につけ、実践するこ
とができるようになることに主眼をおいている。
小学校５年生向けの食育副読本＆指導書を作成
し、各校に配布。

左からDVD、指導要領、副読本



今治市はなぜ学校給食に力を入れるのか？

 給食を食べた子どもたちが大人になった時、有機農産物や地
元の食材を買い支え、食べ支える消費者に育ってほしいか
ら！

 給食の献立が、飲食店や家庭に広まることで市民の皆さんに
健康な食生活を営んで欲しいから！

 有機農業を推進することで豊かな自然や生態系を守っていき
たいから！

 地産地消による地域経済循環を広めていきたいから！

 なによりも食べ物は安全でなければならないから！


